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取り扱いのご説明
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上下保持部の袋を確認します

袋の切欠部

1. 湾曲した部材を袋の片側に通し 2.中央の切り欠け部で補助パイプを通しながら 袋全体に通します

補助パイプ

バナーの上下に保持部を組み立ててから　テンション支柱で張りを与え自立させます
● 湾曲部材と補助パイプをバナーの袋にセットします
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切欠部の補助パイプに短いアーム
を結合し

8. 連結支柱を下のアームの中央に差し込み

バナーの上下とも同様に組立てます

9. テンション支柱をはめ込んでつなぎます
10. 支柱全体を縮めながら上のアームの中央
に差し込み（差し込むまで絶対に手を
離さないで下さい）形を整えて完成です

4. 長いアームの両端に ゴムを掛け
5. 短いアームと 中央で結合します　　　　

6. 補助パイプを湾曲した部材の端に
パイプの長さの半分程度通して　　　　

補助
パイプ

7. 長いアームのホルダーに結合します
両側を下図の様に確認して下さい

6

8

9

7

ホルダー

半
分
位

4

テンション支柱

連結支柱

短いアーム

長いアーム

※本品は無風の屋内の広告物として使用するものです。他の用途には絶対に使用しないで下さい。
※本品は反発性のバネ類を使用しているため、組み立て及び解体時には反発方向に顔等を近付けないなどの安全を十分確認しながら行って下さい。
※反発性のバネは危険ですので、組立及び解体時には、すべり止め付き手袋等の使用で予防対策をして下さい。
※器具の組み立ては説明に従い緩みなく行い、使用中も随時安全の点検をして下さい。
※通行量の多い場所での使用は、接触により倒れる危険性があります。またバナースタンドに寄り掛かる、倒す、蹴る等の衝撃を与えると器具の接続
　が外れ、飛散の恐れがあり大変危険ですのでやめるとともに予防の対策をして下さい。

使用上のご注意

Check!
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